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「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

平
成
20
年
４
月
か
ら

こ
れ
ま
で
、
75
歳
以
上
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が
ら
、「
老
人

保
健
制
度
」
で
医
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
新
た
な
医
療
制
度
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
制
度
は
、
県
内
全
市
町
で
設
立
し
た
「
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
運
営
し
、
各
種
届
け
出
な

ど
の
窓
口
業
務
や
保
険
料
の
徴
収
は
市
が
行
い
ま
す
。
新
し
い
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
？

急
速
な
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
の

医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

安
定
し
た
医
療
制
度
を
続
け
て
い
く
た

め
に
、
現
在
の
老
人
保
健
制
度
に
か
わ

る
新
し
い
高
齢
者
の
医
療
制
度
と
し
て
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上

（
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
を

含
む
）
を
対
象
と
し
た
医
療
制
度
で
す
。

県
内
す
べ
て
の
市
町
が
加
入
す
る
「
静
岡

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
運
営

し
、
各
種
届
け
出
な
ど
の
窓
口
業
務
や
保

険
料
の
徴
収
は
、
各
市
町
が
行
い
ま
す
。

返
却
し
て
い
た
だ
き
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
証
に
切
り
替
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
平
成
20
年
３
月

に
郵
送
し
ま
す
。
特
に
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

■
こ
の
制
度
の
対
象
者
は
？

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
以
上
で
一
定

の
障
害
が
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に
75
歳
に

な
る
方
は
、
誕
生
日
の
日
か
ら
対
象
に

な
り
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
と
何
が
変
わ
る
の
？

こ
れ
ま
で
の
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

と
老
人
医
療
受
給
者
証
の
代
わ
り
に
、

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

証
が
１
人
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
方
に
は
、
老
人
医
療
受

給
者
証
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
加
入

し
て
い
た
各
種
健
康
保
険
の
保
険
証
を

■
医
療
機
関
に
か
か
る
時
は
？

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に
、
医
療

機
関
に
か
か
る
時
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
証
は
１
人
１
枚

に
な
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
窓
口
で

の
確
認
は
簡
単
に
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
金
額

（
負
担
割
合
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
老
人
医

療
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
、

自
己
負
担
割
合
は
１
割
、現
役
並
み
所
得

者
(※)
の
自
己
負
担
割
合
は
３
割
で
す
。

(※)
現
役
並
み
所
得
者
…
同
一
世
帯

に
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上

の
所
得
の
あ
る
人
。

老人
医療受
給者証

旧

保険証
新
保険証

これまで平成20年4月～



◎特集 「後期高齢者医療制度」が始まります
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＜後期高齢者医療制度のポイント＞＜後期高齢者医療制度のポイント＞

①平成20年4月1日から始まります。
②75歳以上（一定の障害がある方は
65歳以上）のすべての皆さんが加
入します。

③被保険者には、新しい保険証が1人
1枚交付されます。

④制度の運営は、静岡県後期高齢者
医療広域連合が行います。

⑤受けられる医療給付は、これまで
と変わりません。

⑥医療費の自己負担割合は1割（現役
並み所得者は3割）です。

⑦すべての被保険者に、保険料を納
めていただきます。

■
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
は
？

１
か
月
間
の
医
療
費
の
支
払
い
が
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超

え
た
金
額
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
現
在
の
老
人
保
健
制
度
と

同
様
の
医
療
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
保
険
料
は
？

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
す
べ

て
の
対
象
者
に
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ

て
計
算
さ
れ
る
所
得
割
額
と
全
員
同
額

と
な
る
均
等
割
額
を
合
計
し
た
額
に
な

り
ま
す
。
保
険
料
の
金
額
な
ど
は
、
順

次
、
本
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
保
険
料
の
軽
減
措
置
】

世
帯
主
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

対
象
者
全
員
の
所
得
が
一
定
以
下
の
方

は
、
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の
均

等
割
額
部
分
が
７
割
・
５
割
・
２
割
と

軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
社
会
保
険
な
ど
の

被
扶
養
者
で
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
か

っ
た
方
は
、
経
過
措
置
と
し
て
２
年
間
、

所
得
割
額
は
賦
課
せ
ず
、
均
等
割
額
部

分
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

後期高齢者医療制度の仕組み

後期高齢者
（被保険者） 医療機関

被保険者の認定や保
険料の決定、給付の
決定など制度の運営
全般を行います。

保険料の徴収や各
種申請・届け出の受
付、被保険者証の
引き渡しなどの窓
口業務を行います。

袋井市 静岡県後期高齢者
医療広域連合

被保険者証の提示
医療費の一部負担

診療

保険料の納付
情報提供

資格管理など
被保険者証の交付

各
種
申
請
手
続
き

保
険
料
の
納
付

被
保
険
者
証
の
交
付

医
療
費
の
支
払
い

医
療
費
の
請
求

＜医療費の負担内訳＞ ■
保
険
料
は
ど
う
納
め
る
の
？

保
険
料
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
る
か
、
納
付
書
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
（
普
通
徴
収
）。

特
別
徴
収
は
、
年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
が
対
象
で
、

保
険
料
の
天
引
き
は
、
平
成
20
年
４
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

な
お
、
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保

険
料
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
方
は
、
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
（
納
期
は
今
後
決
定
し
ま
す
）。

■
誰
が
医
療
費
の
負
担
を
す
る
の
？

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
時
の
費
用
は
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
１
割
ま
た

は
、
３
割
負
担
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者

の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

料
、
74
歳
以
下
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
険

か
ら
の
支
援
金
、
国
・
県
・
市
町
か
ら

の
公
費
（
税
金
）
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

高
齢
者
の
医
療
費
を
社
会
全
体
で
支
え

て
い
き
ま
す
。

（例）医療費が10万円の場合…窓口負担1万円
（1割）、残りの9万円について高齢者の保険
料9,000円（1割）、支援金3万6,000円（4割）、
公費4万5,000円（5割）となります。


